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営農情報

果
樹 10月・11月の柑橘園管理 鶴浜　研二

果樹園芸課
080-1771-4257

果　樹

　この時期は残暑の影響により、受胎率が低下傾向とな
り、牛の体力も消耗しています。分娩時の事故にも繋がりま
すので注意が必要です。分娩介助の時には、正常か逆子
かなどの胎位確認が終わったら、次のことに注意しましょう。
①	 滑車のロープが絡まっていないか、ロープや手袋
は清潔か。

　　・普段からチェックや手入れが出来ていないと、いざと
いう時にすぐに使用することが出来ません。分娩は時間
との勝負ですので、普段から整理整頓を行いましょう。

②	 産道に乗った胎子の周りにある程度のスペースが
あるか。

　　・分娩時に胎仔が引っ掛かるところは主に頭、胸、腰で
す。特に胸部で引っ掛かると、自発呼吸ができない子牛
は窒息します。牽引の前に胎仔の周囲に手を回して確
認しましょう。触って一周できるスペースがあれば、問題
なく牽引できる場合が多いです。手が入らない、あるい
は一周できるが骨盤に圧迫されて痛いような場合は、産

道が広がるのを待つか、帝王切開なども検討します。

③	 頭から出てきている時は鼻先まで、後肢からの場合
は外陰部から飛節が出ない程度まで引いて、牽引
可能か判断する。

　　・この位置ではまだ臍帯が切れませんので、一旦ここ
まで牽引し、最終判断を下しましょう。判断のポイントと
して、頭から出てきている場合、胎仔の後頭部まで問
題なく手が回れば、経膣分娩が可能と言えます。

④	 陣痛に合わせた牽引を心がける。
　　・確認が済んだら、少しずつ牽引しましょう。この時、母

牛の陣痛に合わせて牽引することが大切です。介助
者のタイミングだけで引くと、産道裂創や子宮脱の危
険性があります。また、産後の疼痛が強いと、子牛を舐
めない、攻撃を加えるなどのリスクもあります。焦らず落
ち着いて、母牛が力んだら引く、休んだら休む、というこ
とを心がけて牽引を行ってください。

分娩介助時の注意点 太田　拓真
上島営農指導センター
090-6770-6661
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産

１． 病害虫防除
品　種 防除時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍数

温 州
収穫前 貯蔵病害 ベルクートフロアブル ２，０００倍

ベンレート水和剤 ４，０００倍
１０月上～中旬 浮皮防止対策 シリカブロー １，０００倍

１０月中～１１月上旬 浮皮防止対策 シリカブロー １，０００倍

中晩柑

１０月中旬 黒　点　病 ナティーボフロアブル １，５００倍
発生初期 褐色腐敗病 ジャストフィットフロアブル ５，０００倍

１１月下旬 貯蔵病害 ベルクートフロアブル ２，０００倍
ベンレート水和剤 ４，０００倍

共 通
１０月下旬以降 (発生時 ) ミカンハダニ ダニコングフロアブル ３，０００倍

発生時 カメムシ スタークル顆粒水溶剤 ２，０００倍
テルスターフロアブル ３，０００倍

2． 施　　肥
対象品種 １０ａ当たり 施肥時期 肥料名
極早生 ７袋 １０月中旬

ニュー熊本果樹３号清見・甘夏・河内晩柑・パール柑 ３袋
１１月上旬ポンカン・早生・普通 ５袋

デコポン ４袋
4． デコポンの水腐れ軽減対策　
　散布適期を逃さない様、貯蔵病害の薬剤散布前に単剤で行いましょう。
○ジベレリン液剤４０ｍｌの場合（０．５～１ｐｐｍ）
対象品種 実施時期 薬剤名 使用濃度 1ビン当たりの水量 使用液量（10a当り） 収穫前日数

デコポン 着色終期 ジベレリン液剤
０．５ppm ４００ℓ

５０～５００ℓ ７日前まで
１ppm ２００ℓ

3． 河内晩柑落果対策
　１回目（１～２分着色時） 
　マデックＥＷ　２，０００倍+尿素５００倍

　２回目（１回目から２０日後）
　マデックＥＷ　２，０００倍+尿素５００倍


